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コロナ感染症が収束したときにやってみたいこと ３年コロナ感染症が収束したときにやってみたいこと ３年
３年生の教室で面白いものを見つけました。一部を紹介します。

「オリンピックを見に行きたい。」「水族館に行きたい。」「家族で買
い物に行きたい。」「おばあちゃんに会いたい。」「ディズニーランド
に行きたい。」「大阪に行きたい。」
３年生なりに、「不要不急の外出は避ける」「ステイホーム」でス

トレスを感じているようです。中には「新型コロナのような新しい
病気が出てほしくない。」という切実な願いもありました。
収束はしていませんが学校が再開されました。感染拡大に気をつ

けながら子どもたちの笑顔が一杯になるように教職員一同取り組ん
でまいります。

頼もしくて優しい６年生！
休業期間中の登校日の１８日朝、全員が登校したことを確認してから、各教室を回りました。１年

の教室に入ると、３人の６年生のお姉さんが１年生のお世話をしてくれていました。ランドセルの中
から出てきたたくさんのプリントを手際よく整理してくれる６年生、１年生がとりやすいようにプリ
ントを並べてくれる６年生、一人一人のファイルにカードを貼ってくれる６年生。
また集団下校のときに、迎えに来てくれている６年生の班長さんを見て、うれしそうに駆け寄り手

をつなぐ１年生の姿も見られました。１年生は、そんな頼もしくて優しい６年生が大好きです。

６年生の姿を見て！
分散登校日の２８日、朝の様子を

見ようと教室を回っていました。３
階に上がると、５年生の教室も６年
生の教室も無人です。５，６年生全
員が、７時４０分には、朝のボラン
ティア清掃に取り組んでいました。
４月第１週から６年生は取り組んで
いましたが、それを見た５年生も進
んで取り組むようになっています。
素晴らしい伝統が引き継がれています。
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